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i新i
i著i
i紹i
i介i

マ

i
レ
ャ
ル
博
士
の
近
業
「
産
業
及
貿
易
論
」

に
劃
す
る
ピ
グ
!
教
授
の
批
評

馬

場

誠

マ
ー
ジ
ャ

Y
博
士
の
永
〈
世
に
議
期
せ
ら
れ
居
り
た
り
し
著
書
の
出
現
は
、
我
等
経
済
事
研
究
者
に
ご
り
で

甚

π重
要
な
る
事
件
な
り
。
惟
ふ
じ
本
書
の
包
合
す
る
康
大
な
る
碗
俊
の
範
囲
に
亙
り
て
.
業
系
統
的
並
に
理

解
的
評
論
を
敢
て
す
る
こ
さ
は
、
彼
の
題
材
を
全
然
支
配
せ
る
著
者
の
如
き
他
に
比
類
な
き
能
力
を
以
て
す
る

に
非
十
ん
ば
如
何
で
か
可
能
な
る
ぺ
き
。
多
数
諸
国
の
歴
史
的
比
較
研
究
、
数
多
産
業
の
技
術
に
関
す
る
詳
細
の

説
明
並
に
巧
妙
な
る
質
躍
的
分
解
は
総
て
秩
序
あ
る
組
織
に
結
合
せ
ら
れ
た

b
o
而
て
此
書
の
遊
山
町
田
な
る
評
債

に
閲
し
て
は
我
等
は
須
く
夏
に
著
者
に
等
し
き
才
幹
を
有
す
る
一
経
済
事
者
の
到
来
を
待
た
ゴ
る
可
か
ら
宇
。

該
に
僅
に
な
し
得
る
所
の
も
の
は
此
豊
富
な
る
知
識
の
鍍
山
に
関
す
る
粗
雑
な
る
棚
卸
に
、
過
ぎ
ざ
る
な
り
。

新

著

紹

介

三
入
玉



商

業

さ

経

済

一
八
六

本
書
は
三
怒
よ
り
成
る
、
第
一
忽
は
簡
単
明
瞭
に
「
貿
易
及
び
産
業
聞
の
一
般
的
関
係
」
佐
説
明
し
、
後
英
、

偽
、
濁
及
合
衆
閣
の
産
業
的
特
徴
に
関
し
歴
史
的
に
叙
述
せ
り
。
而
て
英
主
眼
ざ
す
る
所
は
次
の
章
句
に
あ
り
。

「
凡
ぞ
図
家
の
産
業
及
び
貿
易
は
相
互
に
作
用
し
或
は
反
作
用
す
。
然
れ
古
も
二
者
の
中
重
要
な
る
も
の
は
産
業

の
勢
力
な
り
。
而
て
主
な
る
貿
易
経
路
は
周
囲
の
産
業
問
じ
於
け
る
関
係
に
よ
り
て
支
配
せ
ら
る
。
-
」
れ
水
路

が
山
岳
の
外
国
関
係
に
よ
り
て
以
て
支
配
せ
ら
る
、
に
等
し
か
る
べ
し
・
:
:
:
:
然
れ
ピ
も
又
水
路
は
山
岳
に
反

作
用
し
貿
易
は
産
業
に
反
作
用
す
、
故
に
若
し
各
図
の
外
因
貿
易
に
お
す
る
便
宜
に
し
て
異
な
り
し
な
ら
む
に

は
そ
の
産
業
史
も
結
局
に
相
議
ケ
生
じ
た
る
な
る
べ
し
L
(
同
書
七
百
九
)
之
に
績
り
る
諸
章
(
及
附
録
B
よ
り
G
に
至

る
ま
で
)
に
於
て
寸
川
判
刊
川
博
士
は
欧
米
の
産
業
運
動
の
裏
面
に
横
は
れ
る
特
殊
の
原
因
を
庚
き
範
囲
に
亙

り
て
探
究
し
、
又
之
を
配
列
し
た
り
。
そ
の
経
済
史
に
貢
献
す
る
所
甚
大
な
り
G

第
二
忽
は
「
勝
目
業
組
織
の
主
要
な
る
傾
向
」
さ
題
す
ο

そ
は
第
一
港
に
於
て
業
後
遠
の
大
曲
胞
な
説
明
し
た
る
所

の
大
量
生
産
の
方
法
及
代
表
的
鋒
業
の
大
規
模
に
関
す
る
現
在
の
形
態
及
び
将
来
に
於
て
後
生
す
ぺ
き
傾
向
に

つ
き
て
論
じ
た

b
。
紹
介
的
一
点
目
?
の
後
第
二
章
は
工
業
技
術
が
系
統
的
記
録
及
び
標
準
比
に
負
ふ
所
の
大
な
る

を
説
明
せ
b
b『
習
慣
は
工
程
及
製
品
を
無
意
識
的
並
に
粗
雑
的
じ
標
準
化
す
J

工
業
技
術
に
関
す
る
近
世
科
卒

は
或
種
の
製
品
及
び
多
数
の
工
程
を
考
慮
的
に
標
準
化
し
叉
他
方
多
数
の
製
品
及
或
種
の
工
程
を
ぱ
種
々
の
趣

味
及
気
分
に
封
し
て
鐙
勤
を
な
す
所
の
慾
望
に
謝
し
て
且
又
、
流
行
に
謝
し
て
放
任
し
っ
、
ぁ
b
j
i
-
-
-
標
準

は
個
人
的
生
産
者
に
劃
し
て
は
特
殊
的
な
る
ぺ
く
又
産
業
の
大
部
分
或
は
叉
全
西
竿
球
に
謝
し
て
は
一
般
的
な

る
べ
し
」
(
二

O
一
一
良
)
之
等
の
雨
意
義
に
於
け
る
標
準
化
は
、
よ
く
運
航
特
せ
ら
る
〉
機
械
器
具
は
そ
れ
に
比
較



し
て
よ
り
正
確
な
る
新
機
械
工
場
の
親
ご
な
h
而
て
斯
く
累
積
的
に
進
行
す
ご
の
「
建
築
的
大
原
則
」
に
よ

b
助

長
せ
ら
れ
た
り
o
之
等
事
項
な
多
〈
の
興
味
あ
る
事
買
を
説
明
し
た
る
後
マ
ー
ジ
ャ

Y
博
士
は
次
の
二
章
に
進

み
代
表
的
後
業
車
位
特
に
銅
銭
及
び
織
物
工
業
の
す
イ
ズ
に
影
響
を
及
す
所
。
主
要
な
ろ
原
因
の
若
干
を
述
べ

た
b
。
銅
銭
工
業
に
就
き
て
謂
ひ
け
ら
く
「
高
級
階
段
及
低
級
階
段
が
こ
の
工
業
の
如
く
に
相
互
甚
だ
確
寅
じ

而
も
頗
る
大
規
模
に
作
用
す
る
所
の
産
業
を
他
に
見

5
る
な

b
o
故
じ
又
大
な
る
側
面
的
後
展
並
に
合
成
あ
る

さ
同
時
に
大
な
る
垂
直
的
後
脹
並
に
合
成
を
伶
ム
所
の
他
の
産
業
部
類
な
し
。
彼
の
銭
鍍
及
炭
坑
に
し
て
「
最

低
」
階
段
に
あ
る
も
の
は
高
級
階
段
よ
り
来
る
所
の

ν
i
y
及
び
機
械
の
大
使
用
者
な
り
。
鍛
錬
燈
は
最
低
階

級
に
於
て
鍍
山
よ

b
受
け
而
し
て
彼
等
の
製
品
を
重
的
工
場
に
迂
る
の
而
て
そ
も
亦
高
級
機
械
の
使
用
者
た
る

な
り
。
産
業
し
他
の
種
類
に
於
て
こ
れ
に
類
似
せ
る
も
存
せ
十
」
(
一
二
九
頁
)
次
で
標
準
化
が
大
規
模
営
業
及

小
規
模
管
業
問
に
於
け
る
競
争
及
び
在
庫
品
調
製
の
慣
行
に
及
ぼ
す
結
果
を
論
じ
た
り
。
刃
物
・
自
縛
車
製
造
・

衣
服
製
造
並
に
建
築
業
に
質
例
を
求
め
て
「
標
準
化
的
製
品
に
謝
し
て
竿
白
働
的
作
用
を
増
加
的
に
輿
へ
つ
〉

あ
る
所
の
大
管
業
は
屡
々
一
間
接
に
規
則
は
草
に
第
二
位
に
過
ぎ
ぎ
る
所
の
営
業
を
輔
佐
し
っ
、
あ
る
な
り
。
而

て
或
方
面
に
於
て
は
そ
の
新
ら
し
き
機
舎
を
進
め
、
そ
れ
あ
る
に
よ
り
て
小
資
本
ぞ
有
す
る
に
過
ぎ
ぎ
れ
共
而

も
大
精
力
あ
る
人
は
成
功
し
て
産
業
界
の
領
袖
た
り
得
ゴ
る
に
あ
ら
や
J

し
ご
述
ぺ
(
二
四
六
頁
)
之
ぞ
要
す
る
に

「
本
章
及
び
前
二
掌
に
述
ぺ
た
る
観
察
は
二
個
の
結
論
を
示
す
ち
の
〉
如
し
。
印
第
一
は
ほ
風
き
範
固
に
が
、
け
る

将
来
の
技
術
的
進
歩
は
層
一
層
大
規
模
に
資
本
の
助
力
を
必
要
ざ
す
る
も
の
、
如
く
な
る
ニ
さ
、
第
二
は
彼
の

資
カ
が
貧
弱
な
る
問
は
工
業
の
狭
隆
な
る
分
野
に
精
力
h
T
傾
注
し
て
満
足
す
る
決
心
あ
る
人
士
に
謝
し
て
小
資

新

著

紹

介

三
八
七



商

業

主

経

済

三
入
入

本
を
以
て
な
さ
る
ぺ
き
勝
目
業
倫
多
数
に
存
在
す
る
こ
さ
之
な

b
」
(
二
四
二
頁
)

次
の
三
章
(
五
、
六
及
七
)
は
投
機
及
び
販
寅
を
論
争
。
投
機
に
三
種
類
ゐ
る
こ
さ
及
投
機
の
利
害
を
詳
に
し

販
寅
に
関
す
る
諸
事
に
於
て
は
康
告
に
関
し
て
逃
ペ
ー
た
勺
。
.

第
二
容
の
残
徐
の
五
章
は
四
の
項
目
の
下
に
管
業
組
織
ぞ
研
究
せ
り
c

日
く
株
式
合
赴
の
後
遺
及
影
響
、
日

く
管
業
組
織
の
財
政
的
基
礎
、
日
く
能
力
の
任
務
及
必
要
、
日
く
科
亭
的
方
法
の
応
用
之
な

b
o
更
に
詳
言
す

れ
ば
制
御
R
A
米
に
於
け
る
産
業
並
じ
貿
易
じ
謝
す
る
銀
行
の
関
係
を
比
較
し
、
プ

y-プ
ィ
ヅ
ジ
ュ
・
ト
レ
ー
ド
・
コ

ー
ポ
レ

l

ジ
ョ
ン
に
就
て
所
見
を
述
ぺ
倫
ほ
作
業
的
能
力
の
教
育
及
科
率
的
経
営
法
等
じ
っ
き
て
周
到
に
記
述

し
た

b
。

第
三
忽
は
名
づ
け
て
「
濁
占
的
傾
向
特
に
獅
占
の
一
般
↓
公
衆
瓶
一
枇
に
謝
す
る
関
係
」

ε一
玄
ふ
。
そ
の
最
初
の
二

章
は
濁
占
に
関
係
あ
る
債
格
の
一
般
問
題
を
論
じ
た
り
。
然
れ
ー
と
も
「
濁
占
及
自
由
競
争
は
理
論
的
に
は
明
確

仁
一
畏
れ
ざ
も
然
し
な
が
ら
寅
際
に
於
て
こ

ω爾
者
は
相
互
に
英
高
川
を
認
識
し
待
ざ
る
な

b
o
殆
ざ
総
て
の
競

争
的
管
業
に
は
濁
占
の
要
素
ゐ
り
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

第
三
章
よ
り
第
五
事
に
至
る
ま
で
は
「
運
輸
に
於
け
る
競
争
及
濁
占
」
さ
題
し
道
路
水
路
及
銭
道
に
よ
る
連
総

は
総
て
こ
れ
を
研
究
せ
り
。
特
に
放
容
に
勢
す
る
三
巴
片
O
勺
件
。
九
悶
旋
式
飛
行
機
の
可
能
的
出
現
に
就
き
て
論

及
せ
り
。
そ
は
垂
直
的
運
勤
に
よ
り
て
一
小
庭
園
よ
り
上
hJ
又
下
る
こ
さ
を
得
る
も
の
な

b
o
次
に
海
運
割
引

及
銭
道
差
別
運
賃
に
関
す
る
詳
細
な
る
議
論
あ
り
、
終
h
J
に
銭
遊
園
有
に
関
し
て
逃
ぷ
。

運
輸
よ
り
米
濁
に
於
け
る
ト
ラ
久
ト
及
カ
ケ
ア
Y
並
に
「
大
英
の
産
業
及
び
貿
易
に
於
け
る
ア
グ

ν
グ
1

ジ



ヨ
y
・
プ
ェ
デ

v
I
ジヨ

y
・3

1
ぺ

ν
I
γ

ヨ
ジ
に
移
れ
り
・

旦
品
等
の
外
国
の
経
験
を
英
閣
に
適
用
せ
ん
さ
す
る
に
蛍
り
て
マ
ー
ジ
ャ

Y
博
士
は
「
構
成
的
共
同
」
じ
就
き
て

注
意
な
集
中
し
た
り
o

こ
は
大
に
使
用
せ
ら
る
〉
機
械
の
特
定
構
成
部
分
の
大
分
量
に
関
す
る
生
産
に
就
き
て

小
規
模
の
商
底
を
し
て
分
業
せ
し
む
る
所
の
標
準
化
に
関
す
る
協
約
に
よ
り
て
」
(
五
九
二
頁
)
「
産
業
に
科
卒
守

応
用
す
る
こ
ど
に
関
す
る
共
同
的
行
動
に
よ
り
」
(
六

ο入
頁
)
而
て
「
彼
等
の
代
理
応
に
よ
b
て
物
品
を
直
接
に

販
寅
せ
む
こ
さ
を
始
む
る
生
産
者
の
共
同
に
よ
り
て
例
示
せ
ら
れ
た
り
。
産
業
の
特
定
部
分
の
利
盆
さ
一
肱
舎
全

睦
の
一
服
利
さ
の
問
の
内
部
関
係
に
関
す
る
是
等
の
議
論
終
b
て
最
終
章
に
至
れ
b
「
産
業
に
於
け
る
排
他
的
階

級
刺
盆
の
減
退
」
さ
題
し
「
産
業
の
上
部
階
級
が
子
部
階
級
以
上
に
常
に
有
す
る
竿
猫
占
的
利
盆
」
に
つ
き
て
評

論
せ
り
。

以
主
を
以
て
五
口
人
の
棚
卸
を
終
了
せ
ざ
る
可
か
ら
子
。
余
は
出
来
得
可
き
丈
著
書
の
固
有
の
語
を
使
用
す
る

こ
ご
に
よ
り
で
大
瞳
の
構
造
性
質
及
び
目
的
を
示
す
こ
さ
を
以
て
満
足
せ
り
。
序
文
に
於
て
吾
人
は
姉
妹
篇
を

約
束
せ
ら
れ
た
h
J
O

そ
は
貨
幣
及
信
用
園
際
貿
易
赴
曾
的
努
力
に
関
す
る
も
の
な

b
o

迫
記稲
田
博
士
号
経
済
培
考
詮
」
中
に
日
く
「
呪
布
世
界
経
済
愚
者
中
の
第
一
人
者
れ
る
英
図
の
吋
川
判
判
例
先
生
先
年
ケ
シ
ア
リ
Y
ヂ
大
串
設

授
の
佳
た
門
弟
叫
列
川
氏
に
譲
り
て
退
隠
し
爾
来
著
越
の
完
成
に
全
力
品
傾
注
し
つ
』
わ
り
o
我
等
後
事
口
頭
島
伸
べ
て
其
の
公
刊
島
待
ち
つ
』
あ

，
り
。
爾
来
数
年
未
口
何
の
聞
く
所
無
し
さ
雄
も
泣
か
ら
ナ
奇
人
り
渇
芸
品
堕
す
る
に
足
る
雄
篇
の
出
で
来
る
べ
き
は
疑
な
し
」
(
同
書
四
一
一
良
〉
一
昨

年
六
月
引
川
利
引
川
博
士
は
「
産
業
及
貿
易
論
」
た
公
に

L
Kり
。
而
[
て
同
年
十
二
月
の
ご
ノ
ミ
Y
グ
・

3
1ナ
百
引
川
教
授
の
批
評
品
特

に
其
論
説
欄
中
に
蹴
ぜ
れ
り
。
苦
人
は
曾
て
問
書
た
一
読
し
そ
の
極
め
て
得
ろ
所
大
な
る
在
感
じ
、
以
上

u
u
r
N劇
劃
の
一
吉
お
借
り
て
同
書
の
大
要

た
紹
介
ぜ
る
な
り
。新

著

紹

介

三
八
九




